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新し い年を 迎え、謹んで新春のお慶びを 申し 上げま す。会員の皆

さ ま におかれま し ては、 常日頃よ り 道建協の活動にご 理解と ご 協

力を いただき 、 厚く 御礼申し 上げま す。  

昨年はコ ロ ナ禍に加えて原材料の高騰によ り 、 道路建設業界に

と っ ては、大変に厳し い環境にさ ら さ れた年でし た。今年も 昨年と

同じ よ う な環境がし ばら く 続き そう ですが、 こ のよ う なと き こ そ

協会活動を通し て、 業界の発展に貢献し てま いり たいと 考えま す。 

私ど も 、 一般社団法人日本道路建設業協会は、 活動目的を「 道路建設技術の向上、 研究

開発及び道路建設業の健全なる 発展を図り 、 も って道路整備の促進に協力し 、 公共の福祉

の増進に寄与する こ と を 目的と する 。 」 と その定款に謳っており ま す。  

具体的には、 道路に関する 広報や技術指導、 道路技術に関する 機関誌の発行や道路行政

への建議など を行っ ていま すが、 皆さ ま に馴染みの深いと こ ろ では、 舗装施工管理技術者

や舗装診断士など の資格試験の実施や講習会の開催など も 、 当協会の事業のなかのひと つ

です。  

そし てこ のたび、 四国支部と し ては初めて、 支部広報誌「 四国だよ り 」 を 発行する こ と

と なり ま し た。 １ 年に１ 回の発行ではあり ま すが、 会員の皆さ ま に協会の活動を 少し でも

知っ ていただける よ う 、 楽し く 読みやすい誌面を 目指し て参り ま すのでご期待く ださ い。  

さ て、 昨年の１ １ 月１ ３ 日に高知県南国市の物部川河畔で、 令和４ 年度の大規模津波防

災総合訓練が実施さ れま し た。 当日は残念ながら 終日雨天でし たが、 斎藤国土交通大臣は

じ め多く の国会議員や高知県知事等の来賓を 迎え、 四国地方整備局長の号令のも と 、 １ ０

７ の関係機関が連携し て、 南海ト ラ フ 地震によ り 発生する 大規模津波を想定し た防災合訓

練を 行いま し た。  

道建協も 関係機関のひと つと し て訓練に参加し 、 四国地方整備局土佐国道事務所、 陸上

自衛隊と 協力し て、 土のう によ る 路面段差修正の作業を行いま し た。 南海ト ラ フ 地震は今

後３ ０ 年以内に発生する 確率は７ ０ から ８ ０ ％と いわれており 、 こ のよ う な実践的な訓練

がいつ役に立つと も 限り ま せん。  

ま た、 道建協四国支部では災害発生時に、 災害協定先から の要請に迅速に応えら れる よ

う 四国４ 県の県毎に幹事会社を選定し て、 災害用備品の備蓄も 行っ ており ま す。 災害発生

時には頼り になる 、 そんな道建協を 目指し たいと 考えており ま す。  

むすびに、こ の一年が皆さ ま にと って素晴ら し い年と なり ま すこ と をご 祈念申し 上げて、

年頭の挨拶と さ せていただき ま す。  

 

 

支部長 米岡拓彦 

（ 株式会社Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ 四国支店執行役員支店長）  
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新し い年を 迎え、 謹んで新春のお慶びを 申し 上げま す。  

一般社団法人日本道路建設業協会四国支部幹事長の細田でご

ざいま す。 協会員の皆様におかれま し ては、 常日頃よ り 当協会

の活動にご支援と ご協力を 頂き 厚く 御礼申し 上げま す。  

当協会は昭和20年の創立以来、 日本の道づく り 一筋に幅広い

活動を展開し てき ま し た。 四国支部においては13社の会員を 擁する 団体と し て「 道路整備

の推進」 「 道路技術の向上」 「 道路建設業の健全な発展」 の3つを 基本方針と し て活動し

てき ま し た。 舗装業界が魅力ある 業界へと 発展する ために本年度も 時代の変化に対応でき

る よ う 、 柔軟な組織運営を 目指し て参り ま す。  

日本において近年労働力は女性や高齢者の就業促進によ り 増加し ている も ののコ ロ ナ渦

においても 根強い人手不足感は続いており 、 今後も 続く こ と が予想さ れていま す。 ま た近

い将来に発生が予測さ れている 南海ト ラ フ 巨大地震を はじ めと する 大規模な自然災害の発

生は、 イ ンフ ラ の機能停止に留ま ら ず、 医療機関や自治体の重要機能の喪失にも 繋がり 兼

ねないも のと なり ま す。 差し 迫った災害リ ス ク への備えと し て、 防災・ 減災対策、 国土強

靱化への取組の加速が待っ た無し の状況であり ま す。 舗装業界と し ても 、 新・ 担い手3法

に基づき Ｄ Ｘ によ る 生産性向上の加速化に使命感を持って取り 組んでいく こ と に鋭意努力

を し ていかなければなら ないと 考えており ま す。 会員皆様のお力添えを 是非と も 頂けま す

よ う 宜し く お願い申し 上げま す。  

最後に、 会員各社皆様の今後益々の御発展と 御健勝を 祈念いたし ま し て新年の挨拶と さ

せていただき ま す。  

   

 

幹事長 細田武志 

（ 日本道路株式会社四国支店支店長）  

 

 

 

 

 

幹 事 長 挨 拶 
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四国支部では、 社会貢献活動と し て平成２ ４ 年度から 道の駅への発電機・ 投光器の寄

贈を行っており 、 令和３ 年度ま でに３ ７ 駅への寄贈を 実施し ま し た。  

 今年度は、 令和４ 年５ 月１ ２ 日に愛媛県西条市にある 道の駅「 小松オアシス 」 への寄

贈式を 開催し ま し た。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部活動   道の駅への発電機の寄贈 

米岡支部長挨拶 

道路整備を 生業と し ている 我々と し ては、 災害

時の支援体制を ど のよ う に行う のかを 協会の使

命と し て取り 組んでいる 。  

発電機は停電時の保管電源と なる 。 災害時には

家族の安否確認や情報収集の重要な手段と なる

ス マート フ ォ ンの充電に活用さ れ、 地域住民の

皆様への安心の提供になれば幸いです。  

  

玉井西条市長挨拶 

南海ト ラ フ 大地震の発生に備え、 避難し た方

が防災機材を 利活用でき る よ う 、 施設の防災

体制をさ ら に整え、 安全・ 安心を確保し たい。 

 

※玉井市長から 米岡支部長へ感謝状が授与さ

れま し た。  

前列左から 、 中屋松山河川国道事務所長、

玉井西条市長、 米岡支部長 

西条市から は松田建設部長、 辻中観光振

興課長にも 参加し て頂き ま し た。  

愛媛県南海放送のニュ ース で放映し てい

ただく こ と ができ ま し た。 ( タ イ ト ル 地

域の防災拠点「 道の駅に」 発電機を寄贈)  
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令和４ 年１ １ 月１ ３ 日( 日) に南海ト ラ フ 巨大地震を 想定し た大規模津波防災総合訓練 

が高知県で開催さ れ、 国や地方自治体、 建設業団体など １ ０ ７ の機関が参加し ま し た。  

 四国支部から は㈱Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ 四国支店が代表と し て参加し 、 陸上自衛隊、 西日本高速

道路㈱、 土佐国道事務所と 連携し 路面に発生し た段差の応急復旧訓練を行いま し た。  

 当日は雨天と なり ま し たが、それぞれの機関において救助・ 救出訓練、道路啓開訓練、

ラ イ フ ラ イ ン復旧訓練、消火訓練、緊急排水訓練など が本番さ ながら に実施さ れま し た。  

ま た、 訓練状況については YouTube でリ アルタ イ ムに配信さ れま し た。  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲NEXCOによ る 緊急車両の走行訓練 

▲雨の中、自衛隊と 協力し ２ ０ ０ 個の土のう を 使用

し て段差の解消訓練を 実施 

支部活動 令和４ 年度大規模津波防災総合訓練 

▲斎藤国土交通大臣 挨拶 

▲ハンド ロ ーラ ーを 用い土のう の転圧を 実施 

滑ら ないよ う 土のう の上に砂を 散布し ま し た 

▲訓練終了、 全員で整列 

▲㈱NI PPOの皆さ ん、 お疲れさ ま でし た 
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今年度から の取り 組みと し て、 令和４ 年１ ２ 月７ 日( 水) に四国地方整備局災害対策室

において道路舗装に関する 技術講習会を 開催し ま し た。  

 講習会は多く の方が参加でき る よ う Ｗｅ ｂ で開催し 、 四国地方整備局の若手職員、 技

術系大学生、 四国支部会員ら 約１ ０ ０ 名が参加し ま し た。  

 建設業会の魅力を外部に向けて発信し ていく こ と は人材確保のため重要な取り 組みと

なっていま すが、 支部単体では発信力が弱いため官民連携し て行う こ と が効果的です。  

 今回は会員会社から ５ 名が講師と なり 、 ご 自身の体験談を 交えながら 説明を 行いま し

た。 ま た、 講義が単調と なら ないよ う 実際のコ ンク リ ート 舗装工事の動画を 流し ながら

行う など 、 受講者が興味を持っても ら える よ う 工夫し ま し た。  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部活動 道路舗装に関する Ｗｅ ｂ 技術講習会 

▲講習会 全景 ▲四国地方整備局 井上技官 魅力ある 建設業に向けて 

▲NI PPO 山根さ ん 富田さ ん 舗装工事の概要 ▲東亜道路工業 小河さ ん アス フ ァ ルト 舗装の設計 

▲前田道路 佐伯さ ん 舗装の損傷事例 ▲日本道路 入船さ ん コ ンク リ ート 舗装の施工 
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愛媛県松山市に本社を 置く 、 ( 株) 愛亀です。  

昭和３ ２ 年４ 月に創業以来、 舗装工事を 中心に建設資材の販売、 管路メ ンテナン ス や

技術開発を 行っていま す。  

近年では、 町のイ ンフ ラ 事業を 手掛ける 「 愛亀グループ」 と し て、 様々な分野で事業

の幅を 拡大さ せており 、 海外へも 進出し 、 カンボジア国では現地法人を 設立し てマネー

ジャ ー２ 名を派遣し ている と と も に、 Ｊ Ｖ の構成員と し て大規模な道路工事を 受注し 、

今現在も エンジニア３ 名が日本の技術を 駆使し て施工にあたっ ており ま す。  

 将来を見据えて、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た工事を 進め、 技術力向上や人材確保に繋げ、 ６ ５

年続けてき た精神を次世代に継承し ていき ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２ ０ ２ ２ 年９ 月「 サラ メ シ」 出演 

 中井貴一さ んナレ ーショ ン の、 皆様ご 存じ Ｎ ＨＫ の「 サラ メ シ」 に出演さ せていただ

き ま し た。  

 カン ボジアの道路工事に携わる エン ジニアやス タ ッ フ の活

躍を 紹介し たいと いう 思いで何気なく 応募し たと こ ろ、 ま さ

かの取材依頼が届き 社員一同驚愕でし た。し かし ながら 、コ ロ

ナ禍のためＮ Ｈ Ｋ ス タ ッ フ は海外渡航ができ ないと のこ と 。

「 じ ゃあ、 私が撮ってく る 。 」 と 名乗り 出たのは、 代表の西山

社長でし た。も と も と サラ メ シフ ァ ン でも あったのは、写真を

見て頂けたら わかる と 思いま すが、 嬉し そう な気持ちが背中

から 溢れていま す。  

 放送内容はＮ ＨＫ さ んのホーム

ページから ご覧頂けたら と 思いま

すが、 愛媛県の中小企業社員であり ながら 、 海外と いう 慣れ

ない環境に四苦八苦し ながら も 会社を代表し て、大き く 言え

ば日本を 代表し て施工にあ たる ス タ ッ フ たちはと ても 誇ら

し く 感じ ま す。 工期はあと 半年足ら ずですので、 無事に竣工

を 迎えら れ、 英雄たちの凱旋を心待ちにし ており ま す。   

会 社 紹 介     株式会社 愛亀   

▲事業本部 ▲I CT施工 
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大林道路は、大林グループの舗装専門業者と し て、昭和 8 年（ 1933 年） に創業し 、以来、

社会基盤の発展に寄与し てき ま し た。 当社は、 舗装工事、 土木工事、 建築工事を 中心と し

て事業を 展開し 、 当社グループ会社の東洋テッ ク ス ㈱では、 管更生事業にも 取り 組んでい

ま す。 四国支店では、 工事を 担当する 営業所を 高松市、 徳島市、 松山市、 高知市に、 合材

工場を 高松市、 阿波市、 高知市、 西条市に設置し 、 支店管内の工事に対応し ていま す。 今

回、 ご紹介する 内容は「 I CT研修会」 と 「 施工技術発表会」 の話題についてお送り し ま す。  

 

１ ． I CT研修会 

今年の 6 月 15 日に、 若年者を中心と し た「 普段使いの I CT 研修会（ 小規模工事対応） 」

を 実施し ま し た。 i -Const ruct i on は、 I CT（ 情報通信技術） の適用によ り 高効率・ 高精度

な施工を 実現する も のです。 国道における 新設工事のよ う に、 大規模なも のについては本

店の支援を受けながら 定着し つつあり ま すが、 比較的、 規模が小さ な民間工事等でも 、 普

段使いの I CTと し て活用でき る よ う 、 推進し 展開を図っていま す。  

 

 

２ ． 施工技術発表会 

1991 年よ り 毎年開催し ている 施工技術発表会は、 今年で 32 回目の開催（ 11 月 10 日） と

なり ま し た。 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症対策のため、 昨年と 一昨年はオン ラ イ ン 開催のみ

でし たが、 今年は 3 年ぶり に会場（ 東京） と オン ラ イ ン配信のハイ ブリ ッ ド で開催さ れま

し た。  

現場の創意工夫等の技術情報を 全店に水平展開

する 場と し て、 ま た若手職員のプレ ゼン テーショ

ン 力育成や技術交流の場と し て定着し ていま す。

建設業界では生産性の向上と 労働力の確保が引き

続き 大き な課題と なっ ており 、 当社においても 次

世代を 担う 若手職員に、 その能力を 十二分に発揮

し 、 躍動する 意識を 持っ ても ら う こ と が必要と 考

えていま す。  

会 社 紹 介  大林道路株式会社 四国支店  
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会 社 紹 介   株式会社ガイ アート  四国支店  
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私は現在カンボジア国バッ タ ンバン州にて舗装工事を し ていま す。  

2020 年 10 月 1 日から 赴任し てから 早いも ので 2 年が経ちま し た。  

今ではすっ かり 馴染みま し たが、 カンボジア生活で感じ たこ と を 徒

然に綴ってみよ う と 思いま す。  

カンボジアに住み始めた頃、 ま ず驚いたのは街の匂いが独特なも

のだっ たこ と です。 今は慣れて感じ ま せんが・ ・ ・ 。  

気候の面では、 雨季になる と 突然の大雨で道路が一瞬で冠水し ま す。 雨の降る 量も 半

端なく 、 一粒が大き いので逃げ遅れる と パンツ ま でビ ショ ビショ に・ ・ ・ 。  

ビショ ビ ショ 繋がり で言う と 、 住居のお風呂と ト イ

レ が一緒になっており 、 シャ ワ ーを 浴びる と 床がビ シ

ョ ビショ になってし ま いま す。 お風呂と ト イ レ を別々

にし ても ら いたい・ ・ ・ それから 、 バス タ ブも 無いの

で日本のお風呂のよ う にゆっ く り 浸かる こ と ができ ま

せん。 他にも カルチャ ーショ ッ ク を 受ける こ と は多々

あり ま す。 現場近く

のス タ ンド でト イ レ を借り た際、 ト イ レ に入って事を

すま せた後にト イ レ ッ ト ペーパーがないのに気づき ビ

ッ ク リ ！ど う し て良いかわから ず周り を 見渡し たら 、

バケツ に手桶と 水が置いてあり ま す。 ま さ か手桶で水

をく み手で洗う ？初めての出来事でし たが、 動けない

ので仕方なく 戸惑いながら 手で洗い、 拭く こ と も 出来

ず濡れたま ま でパンツ を はいた記憶が鮮明に残っていま す。 カンボジア人に後から 聞く

と 、 水で洗っ て濡れたま ま でパンツ をはく のは当たり 前のこ と だそう です・ ・ ・ こ れだ

けは今でも 無理です。  

少し 町を 離れ田舎に行けば水道がないので、 雨水を 大き な瓶に貯めて洗濯や食器を 洗

っ たり し ていま す。 も ちろんお風呂も 料理の水も すべて瓶に貯めた水を使用し ま す。 最

初は抵抗があり ま し たが、 今は問題なく 雨水を 使える よ う になり ま し た。 そんなト ンデ

モない体験も 数々あり ま すが、 カンボジアに住んで、 カンボジア人の優し さ には度々救

われてき ま し た。  

会員だよ り   株式会社 愛亀  西岡 龍次  
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例えば他人の土地に勝手に入っ て休憩し ていたら 、 怒ら れる ど こ ろか椅子ま で出し て

き てく れて歓迎し てく れま す。 ま た木に果物が熟し ていたら 、 いく ら でも 採ってく ださ

い状態・ ・ ・ ど こ の人も みんな人が良く 同じ なのでビ ッ ク リ です。  

そし て、 たく さ んのカンボジア人と 友達になる こ と ができ ま し た。  

仕事については、 国際プロ ジェ ク ト ( ODA) の仕事に携われて光栄に思いま す。  

不安を 抱き ながら カンボジアの地に着き 「 何と かな

る 」 と 言い聞かせ現地に乗り 込んだのを 今でも 思い

出し ま す。 日本人ス タ ッ フ を 含め素晴ら し いメ ンバ

ーに恵ま れ仕事が出来る こ と を幸せに感じ 日々頑張

っ ていま す。 ま た、 あま り 言葉は通じ ま せんが現場

ではカンボジア人ス タ ッ フ と 楽し く 和気藹藹と 仕事

を し て工事完成を 目指し ていま す。  

ただ大変なと こ ろや辛いと こ ろは、 一言で言えば「 暑さ 」 です。  

カンボジアは、 日中の温度が37度を 超え舗装工事が始ま る と 160度の材料を 敷き 均すた

めサウ ナ状態です・ ・ ・ 作業服が上から 下ま で毎日ビ チャ ビチャ になっていま す。  

総延長44kmで右車線と 左車線を合わせれば88kmと いう 長さ を考える と 気が遠く なり ま す

が、 カンボジア料理のス ープ『 ト ムヤンク ン』 や酸っ ぱいス ープ『 ス ガオナンガウ 』 を

食べて疲れを 吹き 飛ばし 日々頑張っ ていま す。  

カンボジアに来てから の食事面については、 こ の『 ス ガオナンガウ 』 に出会えたこ と

は本当に良かったです。 日本には無い酸っぱいス ープ

で、 私のパワ ーの源と なっている ので、 作り 方を教え

て貰っ て日本でも 作り たいと 思っ ていま す。  

赴任当初はパク チーが苦手でカンボジア料理のほと ん

ど が食べら れない日々を 過ごし ていま し た。 毎日、 ご

飯＋ふり かけだけ・ ・ ・ 。 なぜ慣れたのかわかり ま せ

んが、 今ではパク チーがないと 物足り ないよ う になり

カンボジア料理を おいし く いただいていま す。  

最後に、 今後の目標や夢は「 全力で工事の完成を 目指し て頑張る ！」 それだけです。  

そし て無事工事が完成し 日本に帰っ たら 、 酸っ ぱいス ープ『 ス ガオナンガウ 』 を 家族に

振る 舞いたいと 思いま す。  
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わたしのチャレンジしたいこ と ！          

 

お遍路さ んでよ く 知ら れている 四国八十八カ所巡り 。  

小学生の頃、 夏休みになる と 父から 「 ド ラ イ ブに行く ぞ！」 「 家族

旅行に行く ぞ！」 と 言われお寺巡り を し たこ と がある のですが、 それ

が四国八十八カ所巡礼だっ たのです。  

子供の私は「 お寺じ ゃなく 、 遊園地や動物園がいいなぁ 」 と 思っ た記憶はあり ま すが、

忙し い父だっ たので、ど こ かへ連れて行っても ら える だけで嬉し かっ たのを 覚えていま す。 

厳粛な雰囲気のお寺について、 参拝し 、 掛軸に御朱印を も ら う のは私の担当でし た。 年

に数カ所連れて行っ ても ら う 程度でし たが（ 残り は、 父一人で行っ ていたよ う です） 、 子

供心に四国内なら 八十八カ所なんてすぐ に廻れる も のだと 思っ ていま し た。 社会人になっ

て詳し く 調べてみる と 、 １ 番札所～８ ８ 番札所ま で１ ， ４ ５ ０ キロ も あり 、 最終の高野山

のお礼参り ま で考える と 結構ハード なも のだと 思いま し た。  

会社の上司や後輩など 身近な人も 巡礼経験があり 、 １ 回だけではなく 複数回行く 人も い

る と 聞き ま す。  

私も 主人も 目標（ 行き たいと こ ろ） がなければ遠出をし ない性格なのですが、 休みの日

にはど こ かへ出かけたいなぁ と 思っ ている ので、 夫婦二人で四国八十八カ所巡礼を達成し

よ う と 思いま す。  

人間には８ ８ の煩悩があり 、 四国八十八カ所巡礼を する こ と によ っ て、 煩悩が消え、 願

いがかなう と 言われている そう です。 にわかに信じ 難いと こ ろ ですが、 『 信じ る 者は救わ

れる 』 の精神で、 かなえてほし い願いを思いつつ頑張り たいと 思いま す。  

 

【四国八十八カ所】 

 

 

会員だよ り  大林道路株式会社 田中 俊子  
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 我が家のマイ ブームについてお話し し たいと 思いま す。  

 

我が家のマイ ブームについてお話し し たいと 思いま す。  

家族構成は主人と 、 三歳違いの二人の息子です。 男性陣は三人

と も 野球人。二人の息子は幼い頃から ボール遊びが大好き でし た

し 、小学校に上がる 頃には主人と 上手にキャ ッ チボールを し てい

ま し た。 お友達の誘いも あり 、 小学校のス ポーツ 少年団に入団。

それから は二人がそれぞれ高校三年生の夏の大会が終わる ま で

野球三昧の日々でし た。 小学校、 中学校、 高校、 ど のス テージで

も 親子共に交友関係が広がり 、 大変だっ たこ と も あり ま すが、 か

けがえのない思い出ばかり で素晴ら し い経験を さ せても ら いま し た。 今でも 感謝し かあり

ま せん。  

長男が引退し 、 三年後に次男が引退し 。 それま で野球で詰ま っ ていた週末の予定がぽっ

かり 空いてし ま った我が家…。 あれ、 週末って何し たら いいんだろう （ 笑）  

長男の引退の頃から 何と なく そう なる 危機を 感じ 、 主人と 二

人で四国八十八カ 所巡り を し よ う ！と お遍路巡礼を 始めま し

た。 一つ目のマイ ブームです。 マイ ペース に巡礼し ている ので、

も う ４ 年ほど 経ちま すがま だま だ先は長いです。 寺院の位置関

係にも よ り ま すが、 近ければ一日に何カ所かま わる こ と ができ

ま す。少し の間、日常から 離れ自然に囲ま れた寺院で静かな時間

を 過ごす。お願い事など 忘れて、ただただ心地よ く 、私にと って

と ても 大切な 時間のよ う に感じ ていま

す。  

そし て次男も 引退し たあと は、 昔趣味でし ていたゴルフ を 再開

し ま し た。二つ目のマイ ブームです。いつの間にか次男も 一緒に練

習する よ う になり 、 今では三人でラ ウ ン ド に行ける よ う になり ま

し た。家族で共通の趣味を 持てる のはと ても 楽し いです。今後は長

男も 巻き 込み、 お正月の家族ラ ウ ン ド を 恒例にする こ と が今の私

の密かな計画です。  

 

 

 

 

 

会員だよ り  株式会社ガイ アート  植田 佐知子  
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２ ０ ２ ２ 年１ ０ 月３ ０ 日に開催さ れた瀬戸内し ま なみ海道・ 国 

  際サイ ク リ ング大会に参加し てき ま し た。最初に開催さ れた２ ０  

  １ ４ 年大会以来８ 年ぶり ２ 度目のし ま なみサイ ク リ ングです。  

   こ のサイ ク リ ングイ ベント の特徴は、 国内外から ７ 千名の参加 

者を 迎える 日本最大級の国際サイ ク リ ング大会である こ と と 、 日本で唯一高速道路 

を 走行する こ と ができ る サイ ク リ ングコ ース と なっている こ と です。  

   コ ース は各自の体力に合わせて参加でき る よ う １ ０ コ ース が用意さ れており 私は 

今治 I Cを 出発し 生口島経由で今治市役所に戻る コ ース を選びま し た。  

 

 

                                            

                                            

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部だよ り     事務局  圖子 正典 

私の今治I C出発は８ 時２ ０ 分の予定です

が、 1 時間ほど 前から 整列開始です。  

自転車で走り 体が温ま る こ と を 前提と し

た服装なので１ １ 月の朝はさ すがに寒いで

す。 コ ース ご と に整列し 出発ゲート へと 進

みま す。  

１ 時間ほど 並んでよ う やく 今治 I C の出

発ゲート が見えてき ま し た。  

約２ ５ ０ 人が、４ 分間隔で出発し ていき

ま す。 今治 I C から 出発する 人数は約４ ７

０ ０ 人、最初のス タ ート は７ 時３ ０ 分で最

後は９ 時ごろになり ま す。  

こ の日はと ても 天気がよ く 、瀬戸内海

の多島美を 眺めながら し ま なみ海道を

快適に走行でき ま し た。  

ま た、 エイ ド ス テーショ ンでは、 タ イ

めし 、 じ ゃこ 天、 レ モンケーキ、 焼き 豚

など 今治の特産品が振舞われ、高校生や

住民の皆様がス タ ッ フ と し て大会を 盛

り 上げていま し た。   
エイ ド ス テーショ ン  

写真奥が今治 I C 
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七草粥も 終わり 、 季節は冬本番へと 向かい始めま し た。  

寒いですが個人的には夏よ り も 快適に過ごせる 季節です。  

  令和４ 年度はコ ロ ナ禍のなか、 四国支部の業務も よ う やく 正常化に向けた年と なり

ま し た。 ５ 月には道の駅小松オアシス への発電機等の寄贈、 ６ 月には支部総会、 四国

地方整備局等と の意見交換会の開催、 １ １ 月の令和４ 年度大規模津波防災総合訓練へ

の参加、コ ン プラ イ アンス 講習会の開催、１ ２ 月の道路舗装に関する Web 技術講習会、

i -Const r uct i on 講習会、 安全パト ロ ールなど 本年度の事業目標を無事に実施する こ と

ができ ま し た。 こ れも 会員の皆様のご協力によ る も のと 改めてお礼申し 上げま す。  

ま た、 新し い取り 組みと し て、 今年度よ り 四国支部広報誌を 毎年１ 月に発行する こ

と になり ま し た。 今回執筆いただいた皆様は創刊号と いう こ と も あり ご苦労さ れたこ

と と 思いま す。 あり がと う ございま し た。  

誌面では、 会員間の親睦の場と し て各社のト ピ ッ ク ス や社員のご紹介を お届けする

と 共に、 こ れま で見る 機会が少なかっ た支部活動を お伝えし ていき たいと 考えており

ま すので、 ご協力のほど よ ろし く お願いいたし ま す。  

  さ て、 あと ３ か月も すれば桜の季節を迎えま す。 桜は夏に花芽を準備し 冬の時期は

休眠状態に入り ま す。 そし て、 寒い時期が一定期間続く と その後、 休眠打破と 言って

２ 月には休眠から 目覚め４ 月の開花のための成長を 始める と のこ と です。 桜と 同じ で

はあり ま せんが、 日頃の準備を 怠ら ず成長を 目指せる 年にし たいと 考えており ま す。  

  こ れから 寒い時期が続き ま す、 ご自愛頂き ま すよ う お願い申し 上げま す。      

    

令和５ 年１ 月 

事務局長 圖子正典  
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